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時

論

ザ
ー
ル

の
國
際
統
治
制
度
絡
る

前

原

光

雄

《闘

ザ
塾
ル
紬
方
の
欝
麗
を
決
定
す
べ
き
人
民
授
票
健
、
ザ
呂
勘
サ
イ
跳
條
約
の
敷
力
褻
生
後
満
†
五
ケ
年
を
繧
箆
一
丸
糞
五
年
助
月
牽

三
日
に
行
は
れ
、
十
五
日
午
前
八
時
、
投
票
の
結
果
を
嚢
表
し
た
。
こ
れ
に
よ
つ
て
、
ド
イ
ツ
鰭
鵬
涯
ぱ
屡
鶴
的
多
数
を
獲
得
し
で
、

盈
π
多
年
の
宿
案
は
こ
』
に
解
決
せ
ら
れ
た
o
開
璽
㎜
の
結
果
、
ド
イ
ツ
に
復
欝
す
る
か
、
フ
ラ
ン
ス
梶
併
合
せ
ら
れ
る
か
庵
或
纏
現
窪

迄
行
は
れ
た
國
際
鍵
治
擬
度
を
持
綾
す
る
ゑ
b
そ
の
中
の
第
三
の
現
歎
維
持
に
決
せ
ら
齢
数
》
隈
勤
職
ζ
れ
で
糎
界
大
験
の
産
毒
懸

　
　
　
　
　
　
　
　
サ

藩
儒
度
の
一
つ
織
繕
り
善
げ
る
こ
と
に
な
つ
た
わ
け
で
あ
る
o

　
糎
界
大
職
の
産
ん
だ
罰
度
の
中
で
、
読
治
に
開
す
る
鶴
夢
、
珍
寄
な
髄
度
撃
少
く
と
も
鰹
っ
あ
る
母
剛
象
婆
僅
糠
治
儲
度
，
姻
饗
ダ

ン
チ
，
せ
自
由
市
欄
度
、
三
、
少
数
民
震
保
護
罰
度
－
匹
、
ザ
！
激
地
餓
の
統
治
鰯
慶
辮
そ
轟
鷲
謬
番
心
ご
舵
等
⑳
溺
度
纏
塾
劔
鈎
も
、

　
　
　
　
　
ヂ
ー
勘
⑳
懸
瞭
綻
港
稀
慶
藩
峯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瞬
幾
懸
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夢
ー
ル
の
圃
毯
就
油
駕
魔
鯵
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘲
調
ん

未
曾
有
の
新
制
度
で
あ
る
が
故
に
、
そ
れ
等
は
法
律
的
に
種
寿
の
難
問
題
を
提
供
し
て
麟
者
を
慣
し
海
◎
其
中
の
一
つ
、
即
ち
ザ
麿
ル

地
域
に
關
す
る
制
度
は
結
末
を
告
げ
、
今
後
は
、
こ
の
制
度
は
、
軍
に
歴
史
的
な
一
事
寵
と
し
て
取
叛
は
れ
る
こ
と
で
あ
ら
う
。
或
は

少
な
く
と
も
、
國
際
法
の
敦
科
警
か
ら
は
ザ
ー
ル
地
域
の
制
慶
に
關
す
る
記
麺
が
、
現
寳
の
棚
度
と
し
て
姿
を
鴻
す
こ
と
に
な
る
で
あ

ら
う
o
か
く
し
て
、
ヴ
晶
ル
サ
イ
ユ
條
約
は
徐
λ
に
清
算
さ
れ
て
行
く
o
こ
の
統
治
割
度
の
絡
鴬
を
認
念
す
る
甥
に
、
“
さ
蕊
釦
夢
驚

ル
問
題
に
つ
㎞
宅
同
顧
の
筆
を
走
ら
ぜ
る
こ
と
嵩
す
る
o

　
剛
、
面
積
、
人
駆
蔓
弛
、

　
ザ
1
ル
地
域
の
擁
界
に
關
し
て
は
、
ヴ
晶
ル
サ
イ
ユ
僚
約
第
四
八
條
に
精
細
な
規
定
が
あ
る
o
幽
九
二
二
年
四
月
六
日
に
行
ば
れ
海

國
勢
調
査
に
よ
れ
ば
，
其
面
積
一
八
八
0
弔
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
六
九
で
、
人
ロ
七
十
一
萬
婁
千
百
五
人
、
從
つ
て
、
一
亭
方
キ
圏
メ
3

㍗
ル
に
郵
す
る
人
口
の
密
度
は
三
七
九
人
と
な
る
（
｝
8
旨
巴
o
醸
・
芭
畠
冨
9
ピ
・
2
・
ご
警
侮
琶
げ
誘
熔
器
》

　
元
來
、
こ
の
ザ
ー
ル
地
域
は
、
歴
史
上
そ
の
所
昼
ぱ
幾
度
も
攣
遷
を
重
ね
て
ゐ
る
が
，
一
八
繭
四
奪
五
月
三
〇
貝
に
パ
リ
ー
で
締
鯖

せ
ら
れ
た
條
約
に
よ
れ
ぱ
、
ザ
ー
ル
盆
地
中
最
も
重
要
な
部
分
、
即
ち
ザ
ー
ル
ブ
リ
毒
ケ
ン
（
ω
器
旨
議
鼻
窪
）
及
ぴ
ヂ
L
ル
ル
イ
（
O
鎚
撃

一
ε
諺
）
地
方
ぱ
、
フ
ラ
ソ
ス
の
所
腐
な
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
ゐ
る
o
こ
れ
は
チ
訳
レ
オ
ン
の
敗
退
に
よ
つ
鴫
フ
ラ
ン
ス
の
國
擁
が
ー

こ
の
地
域
ま
で
後
退
さ
せ
ら
れ
距
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
o
從
つ
て
．
プ
回
シ
ヤ
は
、
こ
の
地
方
に
は
何
等
法
律
上
の
楼
限
を

持
た
な
恥
の
で
あ
る
が
、
プ
冒
シ
ヤ
の
こ
の
地
方
に
封
す
る
経
濟
的
利
盆
に
關
す
る
行
動
は
獣
認
せ
ら
れ
沁
形
で
ゐ
た
。
一
方
フ
ラ
ン

ス
は
，
一
八
一
〇
年
以
來
、
ヒ
の
地
方
に
封
す
る
阻
織
的
な
統
治
を
確
立
し
て
、
同
地
方
の
樫
磯
す
る
石
炭
の
踏
査
を
行
ひ
、
こ
の
莫

大
な
富
源
忙
封
し
て
期
待
す
る
と
こ
ろ
が
あ
つ
た
o
然
る
に
、
プ
ロ
シ
ヤ
は
、
一
八
一
〇
年
の
僚
約
あ
る
に
も
拘
ら
ナ
、
又
タ
レ
イ
ラ

ン
（
↓
嚇
幕
冨
民
）
の
努
力
や
英
●
露
全
捜
委
員
の
干
渉
も
功
を
奏
せ
す
、
ウ
ィ
ー
ン
條
約
に
於
て
は
、
ザ
藍
ル
プ
墾
参
ヶ
ン
や
ザ
遷
勘
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ル
イ
地
方
の
み
な
ら
ナ
、
メ
ル
チ
，
ヒ
（
鴇
霞
臥
O
q
）
、
ト
ー
レ
イ
（
↓
ザ
9
昌
）
、
サ
ン
・
ウ
昂
ン
ヂ
ル
（
鶉
・
毒
睾
伽
露
）
地
方
を
も
併
せ
て
葛

即
ち
～
現
在
の
ザ
ー
ル
盆
地
の
四
分
の
三
以
上
を
所
島
せ
し
め
る
ヒ
と
に
成
功
し
定
o
痩
り
の
プ
リ
署
ス
カ
ス
テ
ル
（
国
一
。
跨
器
芭
）
、
ホ

あ
プ
ル
ク
（
出
O
躍
び
舞
磯
〉
、
ド
ウ
出
■
・
求
ン
（
U
窪
苧
団
9
富
）
地
方
は
バ
ヴ
7
リ
ア
（
望
鼠
理
①
）
忙
趨
渡
せ
ら
れ
た
O
從
つ
て
ザ
豊
ル
盆

塊
の
全
部
は
ド
イ
ツ
領
と
な
つ
て
ゐ
た
わ
け
で
あ
る
o

　
誓
イ
ツ
は
こ
の
地
方
の
獲
得
と
共
に
、
そ
の
費
源
の
開
稜
に
多
大
の
力
を
頼
倒
し
た
。
一
八
榊
五
年
に
は
．
そ
の
佳
罠
二
十
寓
を
算

し
た
に
麺
ぎ
な
い
も
の
が
、
一
九
一
八
年
に
は
七
〇
萬
以
上
に
鐙
加
し
恥
又
こ
の
盆
地
の
主
都
ザ
r
ル
ブ
リ
蓼
ケ
ン
の
人
ロ
も
笠
予
か

ら
十
五
寓
へ
と
飛
躍
ル
た
。
こ
の
事
實
は
、
ザ
ー
ル
の
狸
藏
す
る
天
然
資
源
の
開
爽
が
ド
イ
ツ
の
手
に
よ
つ
て
着
々
と
嚢
展
を
途
け
、

又
天
然
資
源
の
豊
富
な
こ
と
、
汲
め
ど
も
塞
き
臓
こ
と
を
物
語
る
も
の
と
云
へ
よ
う
（
畿
9
拡
O
o
盤
律
き
一
〇
騎
露
貫
趣
同
馨
o
蟹
騨
鶴
魯
毬

高
鳥
場
o
銭
3
冨
傷
o
ド
肋
器
5
信
饒
匂
噂
・
題
巳
ま
・
）
o

　
ザ
驚
ル
盆
緬
に
樫
藏
す
る
鑛
物
、
殊
に
石
炭
が
如
何
に
多
量
で
あ
り
、
鍵
つ
て
、
そ
れ
は
、
莫
地
域
を
有
す
る
國
に
と
つ
て
は
災
然

の
寳
巌
を
成
す
も
の
で
あ
る
こ
と
を
弐
に
隷
手
に
よ
つ
て
畿
明
す
る
。
澱
界
大
機
直
前
、
邸
ち
一
九
一
島
年
よ
夢
凶
翼
年
の
一
ケ
年
聞

に
、
産
出
せ
ら
れ
た
石
淡
は
℃

　
　
　
プ
纏
シ
ヤ
の
鱗
出
・
：
・
：
・
：
：
3
・
：
・
：
∴
二
、
七
三
〇
、
O
O
O
噸

　
　
　
パ
ヴ
7
婁
ヤ
の
“
蹟
出
：
：
。
・
2
：
：
；
◎
：
：
：
・
：
八
九
六
、
0
（
×
》
噸
皿

　
　
　
瞬
ー
ト
リ
ン
ケ
ン
の
鍵
出
：
：
・
：
：
：
・
：
：
：
；
：
三
、
八
四
六
、
0
0
0
噸

　
　
　
　
　
合
計
　

一
七
、
四
七
二
、
O
O
O
噸

右
表
の
如
き
年
産
額
を
有
し
て
ゐ
る
。
そ
し
て
ザ
3
ル
畿
地
の
有
す
る
石
淡
の
全
埋
藏
量
ぱ
、
勿
論
疋
確
鵜
知
る
こ
と
拡
璽
難
で
あ

　
　
　
　
　
伊
量
ρ
0
翼
麟
綻
論
髄
魔
擁
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
憾
穴
塊
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9
書
捗
O
欝
顧
綴
漁
駕
露
錨
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幅
七
〇

る
溺
魍
少
一
な
く
と
も
一
千
米
の
堀
下
夜
で
探
癩
す
る
も
の
と
し
℃
葛
巽
全
籔
は
慶
鵜
婁
十
穴
億
穴
干
寓
曝
と
蹴
る
（
霊
躍
窺
瞬
置
農
”
留
擢

くo臼5

暮
腕
謡
B
旨
茸
暁
一
目
O
壁
黄
魯
剛
睾
送
釜
輸
㎝
．
一
“
。
）

　
フ
ラ
シ
ス
が
垂
灘
措
”
く
能
は
な
か
つ
た
の
も
誠
に
宜
な
る
か
な
で
訪
る
o

　
＝
2
撃
塗
轟
國
際
続
治
翻
麗
の
虞
立
鰹
遇

　
畿
界
犬
職
に
参
伽
し
距
國
潅
は
，
勿
論
各
自
緒
色
々
な
動
機
や
目
的
セ
持
つ
て
ゐ
た
こ
と
で
あ
ら
う
。
殊
に
主
な
る
同
盟
聯
合
闘
の

中
で
も
大
職
に
於
て
最
も
利
害
關
係
の
切
實
な
庵
の
は
フ
ラ
ン
ス
で
あ
る
と
云
は
ね
ぱ
な
ら
な
魎
o
フ
ラ
ン
ス
は
職
争
の
目
的
と
し
て
、

蹴
に
、
領
土
的
爬
ぱ
一
八
七
〇
年
の
普
佛
戦
撃
に
よ
つ
喝
獲
失
し
驚
紬
方
、
即
ち
ア
ル
ナ
蹄
及
び
躍
還
験
ン
の
圏
観
覆
欝
的
と
し
腰
⑳

み
で
あ
る
か
も
或
ば
更
に
遡
つ
で
、
ウ
イ
ン
會
議
以
前
の
領
土
朕
態
に
同
復
せ
ん
と
し
海
か
腰
勝
麟
事
し
も
明
瞭
と
は
愛
蘇
得
勲
恥
灘

で
ゐ
る
が
、
然
し
、
ラ
ラ
ン
ス
が
ザ
ー
ル
地
域
を
要
求
す
る
意
恩
を
明
示
し
た
の
ぱ
一
八
年
牽
㈲
月
の
休
鞍
條
約
続
結
以
後
で
あ
る
o

』
然
し
、
或
詮
で
は
驚
フ
ラ
ン
ス
は
臨
緯
、
翼
シ
ヤ
の
革
命
前
も
即
ち
一
九
一
七
年
二
矧
十
閥
日
鷹
露
帝
と
の
隅
に
慶
換
し
海
通
膿
腰
於

℃
驚
講
和
の
際
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
は
翠
に
ア
ル
サ
ス
魯
ぞ
ー
レ
ン
を
還
附
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
の
み
な
ら
す
、
フ
ラ
ン
竣
國
場
ぱ
前

罫
ー
レ
ン
公
國
の
領
出
ま
で
捜
大
せ
ら
れ
、
な
鷹
且
つ
將
來
に
於
サ
る
國
境
の
確
定
は
、
全
く
フ
ラ
ン
ス
の
自
曲
意
思
に
委
ね
ら
る
ぺ

き
ζ
と
に
關
す
る
秘
密
の
了
解
が
成
立
し
て
ゐ
た
と
云
ふ
。
然
し
、
其
後
に
鵡
つ
た
顧
シ
ヤ
の
革
命
、
績
ひ
て
大
磯
よ
硲
去
つ
海
鴛
鱒
も

と
の
秘
舗
の
了
解
ぱ
何
等
フ
ラ
ソ
ス
を
釜
す
こ
と
に
は
な
ら
な
か
つ
た
o
フ
ラ
ン
ス
は
、
こ
の
闇
題
に
っ
い
て
英
・
米
の
了
解
を
得
て

優
く
ぺ
嚢
必
要
を
痛
感
し
て
ゐ
た
の
で
、
先
づ
英
國
忙
封
し
て
は
、
時
の
外
相
ブ
リ
ア
ン
よ
砂
英
國
駐
在
の
佛
國
大
使
ポ
雪
ル
◎
聯
塾

γ
ポ
ン
（
り
画
菖
R
目
ぴ
曾
）
に
封
し
て
、
私
信
の
形
式
を
も
つ
た
訓
令
を
嚢
し
て
、
其
中
で
、
一
八
一
置
年
の
條
約
に
よ
る
γ
ル
夢
ス
曝

”
ー
レ
ン
の
破
壌
及
び
一
七
九
〇
年
前
の
國
鏡
の
周
復
、
並
び
に
ザ
ー
ル
の
盆
地
及
ぴ
鑛
血
の
取
得
は
フ
ラ
ン
ス
産
叢
鵜
藁
要
綾
薙
べ
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翻
ら
ぎ
篭
篭
の
で
あ
る
旨
が
績
冷
遽
べ
ら
れ
て
ゐ
尾
ノ
婁
ア
蟹
O
趨
中
を
憾
度
す
鮎
ぱ
。
ヒ
鶴
鷹
よ
ウ
需
鉾
優
露
肱
夷
鰺
総
㌘
夢
麗

轟
の
意
の
在
る
と
こ
ろ
を
知
ら
し
め
、
以
て
講
郵
條
件
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
の
主
張
が
容
易
に
慶
現
曹
ら
る
べ
む
ζ
と
塗
欲
し
驚
の
響
融

ら
う
o

　
堂
万
、
莫
國
側
で
は
、
一
九
一
八
年
∴
月
五
日
、
腱
イ
ド
6
ヂ
回
1
》
（
P
ぎ
嘱
画
0
8
黄
o
）
の
｛
鰻
し
た
英
國
の
駿
争
の
目
的
で
緯
、
鼠
《

瞬
嘘
輔
バ
七
幽
年
に
フ
ラ
ン
ス
の
蒙
つ
た
不
法
を
同
復
す
る
こ
と
を
唯
蝋
の
目
的
と
す
る
皆
を
明
か
に
し
て
レ
ヂ
ー
勘
地
憲
鰹
に
騒
蜘

《
は
垂
く
鵠
れ
な
い
o
即
ち
、
普
悌
職
畢
で
失
つ
距
ア
か
サ
落
⑭
”
ー
レ
ン
を
フ
ラ
y
ス
に
隔
復
せ
し
め
る
ヒ
謹
彊
験
争
の
鋒
朗
で
齢
愚

き
し
た
o

　
ウ
イ
ル
ソ
ン
は
、
一
九
脚
八
年
U
月
八
日
、
國
會
の
演
訟
に
於
て
，
認
イ
ド
o
ヂ
劔
婁
ジ
と
織
織
鶴
、
講
瓢
鎌
紳
健
、
フ
ラ
ン
ス
登

し
℃
麟
八
七
〇
年
以
前
の
國
擁
を
同
復
せ
し
め
る
鴎
あ
る
と
し
、
そ
れ
以
上
に
、
フ
ラ
ン
異
が
ド
イ
ツ
の
儀
土
を
併
倉
す
る
こ
と
麺
蒼

露
亨
る
態
麿
を
示
し
た
。
な
鷹
パ
ル
フ
7
璽
（
砦
鳳
O
霞
）
が
一
九
一
八
年
一
月
二
十
目
罐
下
薩
で
欝
つ
走
濃
畿
で
も
、
験
撃
の
爵
醜
ぱ

健
鷺
圃
と
大
就
領
ウ
壕
ル
ソ
ン
と
の
圏
に
意
愚
の
相
蓮
の
在
る
筈
な
し
と
し
3
詞
年
五
月
†
六
日
艦
も
艘
鷹
薬
圃
内
閣
の
名
に
艶
で
欝

し
艶
聾
明
に
よ
れ
ぱ
、
一
七
九
〇
年
或
ぱ
U
八
一
四
年
の
ア
ル
サ
ス
o
据
蓼
ぴ
ン
の
國
携
を
圏
復
す
悉
a
と
纏
認
盟
闘
の
職
撃
の
爵
離

懸
な
い
と
し
た
．
体
職
離
に
於
け
る
英
・
牽
の
意
恩
繧
、
フ
ラ
γ
ス
の
希
望
と
編
欝
の
懸
隔
瀞
あ
つ
潅
こ
と
濃
も
こ
れ
に
よ
つ
竃
知
壁

樽
み
．

　
飲
鰯
『
嬢
昂
約
鰭
罵
澱
に
㎜
蜜
つ
て
、
フ
ラ
ン
ス
は
愈
鳶
露
骨
に
鶯
胃
欲
す
る
と
こ
ろ
を
表
明
し
距
o
』
即
ち
、
ク
セ
マ
y
ソ
ー
内
閣
心
の
下
に
於
℃
薯

噸
ル
ダ
，
ク
（
鼠
o
且
”
β
）
將
軍
は
、
十
月
二
十
八
賛
の
午
前
に
，
フ
ラ
ン
ス
腱
一
八
一
圏
年
に
於
け
る
ア
ル
サ
ス
。
雛
冒
レ
ン
の
爾
擁

鞭
僚
験
の
際
に
翼
求
す
る
こ
と
を
蓮
ぺ
距
。
岡
資
午
後
に
於
て
警
フ
ォ
，
要
晶
（
句
豊
呂
將
軍
乏
養
麟
ク
》
撃
潔
ソ
ー
お
の
購
鵜
惹
鯨
騰

　
　
　
　
　
ヂ
言
ル
の
属
慶
縫
油
饗
麿
藩
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
固
噸
僻
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ザ
ー
鍬
O
國
際
縫
治
制
魔
絡
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
國
竜
島

題
が
矢
張
O
論
議
せ
ら
れ
、
嗣
糠
な
結
論
に
到
蓬
し
た
も
の
で
あ
る
と
曇
は
れ
る
ゆ
フ
ラ
駆
ス
の
こ
の
慧
肉
ぱ
、
直
ち
に
主
た
る
岡
盟

及
び
聯
合
國
の
代
表
者
鷹
蓮
達
せ
ら
れ
た
o

　
然
し
D
フ
ラ
ン
ス
の
こ
の
要
求
の
直
面
し
た
最
大
難
關
は
ア
メ
璽
多
の
意
思
と
反
す
る
こ
と
で
あ
つ
海
o
ウ
イ
ル
ソ
ン
は
も
就
に
岡

年
一
月
彼
の
硬
表
し
た
、
所
謂
「
軍
和
原
則
十
四
顯
」
砂
中
の
、
第
八
に
於
て
、
「
総
て
の
フ
ラ
ン
ス
の
領
域
は
明
渡
さ
れ
、
占
蟹
地
は

こ
れ
を
蓮
逡
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
恥
o
そ
し
て
、
一
八
七
一
年
に
、
・
プ
鷲
シ
ヤ
が
ア
ル
サ
ス
。
幽
碧
レ
ン
に
關
し
て
、
フ
ラ
γ
ス
に
鍵

し
敢
て
爲
し
た
不
遷
、
五
十
年
間
に
置
る
世
舞
準
和
の
破
壌
は
、
凡
て
に
と
つ
て
利
盆
で
あ
る
軍
灘
を
再
が
確
立
し
得
る
爲
に
、
再
解

調
整
芒
れ
ね
ぱ
な
ら
な
い
』
と
蓮
ぺ
て
あ
っ
て
，
ア
メ
リ
カ
は
」
フ
ラ
ン
ス
溺
普
佛
職
鍛
鵬
よ
つ
て
失
つ
海
地
域
の
團
復
は
認
め
る
渉
奪

フ
ラ
ン
ス
の
領
土
を
一
八
一
四
年
の
瓶
態
に
回
復
さ
す
ご
と
、
即
ち
ザ
愚
ル
地
域
を
フ
ラ
ン
ス
に
罵
せ
し
め
る
こ
ε
、
は
夢
葱
だ
に
し

な
い
と
こ
ろ
だ
か
ら
で
あ
る
o
フ
ラ
ン
ス
の
こ
の
主
藤
は
、
明
白
に
ウ
イ
ル
ソ
ン
の
軍
翻
原
則
と
稠
反
す
る
こ
と
に
な
る
の
賢
、
ア
メ

リ
カ
は
十
月
三
↑
圓
の
電
報
を
以
て
、
巽
旨
を
フ
ラ
γ
ス
に
回
答
し
、
反
封
の
意
思
を
表
明
し
ぬ
o
而
も
叉
、
一
方
に
於
宅
、
ザ
イ
ツ

の
休
職
の
申
出
は
、
ウ
イ
ル
ソ
ン
の
奉
和
原
則
に
擦
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
休
駿
の
串
醍
を
承
諾
す
る
こ
と

は
慧
一
常
然
に
、
ウ
イ
ル
ソ
γ
の
軍
和
原
則
に
從
つ
て
休
織
し
た
こ
と
を
、
ド
イ
ツ
剣
は
主
張
す
る
横
利
が
あ
る
理
で
あ
る
o
莫
皇
伊
等
の

代
談
者
も
フ
ラ
ン
ス
の
主
張
を
支
持
せ
ウ
、
從
つ
て
、
休
鞍
條
約
ぱ
、
海
洋
自
由
及
び
賠
償
間
題
を
留
保
し
海
外
、
重
イ
ル
愛
γ
の
季

和
原
則
に
蕩
い
て
成
立
し
た
o

　
其
後
に
於
て
も
、
フ
ラ
ン
ス
は
ザ
ー
ル
獲
得
の
希
望
を
棄
て
ナ
、
凡
ゆ
る
機
會
と
凡
ゆ
る
人
物
を
利
用
し
て
、
只
管
講
勲
條
榊
中
に

自
國
の
希
望
の
賞
現
せ
ん
こ
と
を
努
め
た
。
同
年
＋
二
月
一
臼
に
ク
レ
マ
ン
ソ
ー
が
フ
ォ
，
シ
鵡
將
軍
と
共
に
冨
ン
ド
ン
に
渡
つ
て
英

四
の
紘
卿
軍
ウ
イ
ル
ソ
γ
に
フ
ラ
ン
ス
の
鼠
の
在
る
と
ζ
ろ
を
億
へ
ん
乏
し
、
叉
聖
イ
ぎ
．
⑰
ヂ
面
奮
夢
に
劉
『
し
軍
魅
翻
縷
激
亭
段
を
講
影
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た
如
き
溺
そ
れ
で
あ
る
◎
先
づ
フ
ラ
ン
ス
と
し
て
は
亀
灘
和
傑
骨
と
し
て
何
を
徴
す
る
か
を
明
か
に
統
一
し
て
塾
講
翻
會
議
範
臨
む
姦

雲
あ
る
の
み
な
ら
ナ
、
叉
フ
ラ
ン
ス
の
欲
す
る
講
和
條
”
件
に
鋤
し
て
疋
當
な
理
由
を
附
せ
ね
ば
な
ら
准
㎞
o
そ
れ
で
、
フ
ラ
ン
ス
の
貴

震
院
で
は
、
十
二
月
二
日
に
、
次
の
糠
な
意
味
の
決
餓
を
し
た
。
一
八
一
四
年
の
國
墳
1
こ
れ
に
は
シ
ャ
ウ
ム
プ
ル
ク
（
o
晦
婆
舞
9
言
黄
）

及
ぴ
ト
ー
レ
イ
（
謬
o
臼
畠
）
を
含
む
ー
そ
し
て
ラ
イ
ン
左
岸
に
封
し
て
は
、
軍
事
的
・
政
治
的
及
び
経
濟
的
の
保
障
を
要
求
す
る
o
ζ
の

地
域
は
プ
鷲
シ
ヤ
の
勢
力
か
ら
解
放
せ
ら
れ
、
如
何
な
そ
場
合
に
於
て
も
フ
ラ
ン
ス
は
侵
入
よ
め
保
障
せ
ら
れ
る
。
こ
の
外
忙
な
撫
、

ヲ
イ
ン
左
岸
及
び
ラ
イ
ン
右
岸
は
三
〇
粁
内
の
完
全
な
る
葬
斌
装
む
並
び
に
ラ
イ
ン
漸
の
國
際
化
量
要
求
し
た
。
こ
れ
臆
よ
つ
て
観
れ

ぱ
、
一
八
㎞
囚
年
の
國
塊
と
全
ザ
ー
ル
盆
地
と
を
取
得
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。
叢
に
一
嘗
附
け
加
へ
て
置
か
ね
ぼ
な
ら
な
い
の
膝
、

フ
ラ
ン
ス
が
ザ
ー
ル
盆
地
を
取
得
せ
ん
と
す
る
理
由
は
、
大
職
中
F
イ
ツ
軍
の
爲
に
破
壌
せ
ら
れ
た
フ
ラ
ン
ス
北
翻
地
方
の
淡
出
処
封

す
る
経
済
的
賠
償
の
意
凍
か
ら
で
あ
る
。
ヒ
の
こ
と
は
、
タ
ル
チ
轟
（
月
緯
島
窪
）
の
意
見
書
第
二
部
緯
於
て
も
明
白
爬
蓮
ぺ
ら
れ
て
ゐ

る
〇

　
三
月
二
十
八
日
の
四
ケ
爾
評
薩
會
ー

　
ザ
ー
ル
問
題
は
筆
四
ケ
國
評
講
會
（
英
・
激
・
佛
・
伊
）
で
取
扱
は
れ
る
ヒ
と
に
な
つ
て
、
三
月
二
十
八
β
の
詳
議
會
鵜
於
て
は
、
フ
ラ

γ
ス
の
代
表
と
し
て
、
ダ
ル
ヂ
昌
及
び
劉
ー
シ
四
1
（
労
窪
鼻
の
轟
）
に
よ
つ
て
其
主
彊
が
繰
返
さ
れ
た
。
う
イ
ル
ソ
ン
は
、
一
八
㈱
國
年

の
國
境
に
逡
る
こ
と
も
、
又
鍍
由
の
財
産
穫
を
フ
ラ
ン
ス
に
醗
渡
す
る
こ
と
も
共
に
同
意
し
得
な
》
旨
を
蓮
べ
距
。
質
イ
ド
⑰
ヂ
響
壱

ジ
は
、
鑛
出
の
財
産
棲
を
7
ラ
ン
ス
に
護
渡
す
る
こ
と
並
び
に
、
自
治
的
な
特
殊
の
行
政
を
鑛
鈎
地
域
に
翻
設
す
る
こ
と
を
了
解
し
海
。

然
し
、
緩
絵
、
一
八
一
四
年
の
國
愛
を
同
復
す
る
こ
と
は
、
第
二
の
ア
ル
サ
ス
。
裾
ー
レ
ン
を
逡
る
ζ
と
に
潅
る
と
し
て
反
舞
し
海
o

　
英
米
童
『
門
家
會
議
の
草
案
、

　
　
　
　
　
望
馨
ル
の
稠
藤
誌
治
耀
魔
婆
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
回
七
菖
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が
ー
ル
の
躍
襟
読
翰
溺
麗
馨
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
回
虚
鯛

　
大
統
額
ウ
イ
舜
ソ
ン
ぱ
、
三
月
二
十
九
日
に
、
英
米
專
門
家
が
共
同
で
、
ザ
盲
ル
地
械
に
關
し
て
、
愛
画
を
フ
ラ
ン
ス
を
し
て
自
禽

に
使
溺
せ
し
め
、
而
も
同
地
方
が
ド
イ
ツ
よ
ゆ
政
治
的
に
蔭
醗
す
る
こ
と
を
遜
け
る
織
な
案
の
作
成
を
命
じ
た
。
そ
こ
で
、
ア
メ
リ
殉

測
の
專
門
一
羅
ハ
ス
ギ
ン
ス
教
喪
（
ρ
誠
・
鵠
器
置
醤
）
ダ
グ
ラ
ス
・
夢
甥
ン
ソ
ン
（
ご
建
騎
尉
四
｝
O
響
）
氏
は
英
國
側
の
へ
，
ド
ラ
ム
。
触

驚
レ
イ
（
鵠
雷
島
ぎ
ヨ
，
鼠
O
昌
聲
）
氏
と
合
膿
の
結
果
、
弐
の
糠
な
草
案
を
得
た
。

　
一
、
ザ
ー
ル
盆
地
の
全
淡
画
の
斯
有
擢
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
ド
イ
ツ
詫
謝
す
る
賠
償
の
要
求
を
保
謹
す
る
錨
に
、
フ
ラ
ン
ス
に
穰
渡
噸

ら
れ
る
。

　
二
、
こ
れ
等
の
鎧
爾
利
用
の
爲
に
傷
全
経
濟
的
便
宜
は
フ
ラ
ン
ス
に
授
異
さ
る
o
そ
れ
に
は
次
の
も
の
も
含
む
，

　
（
a
）
、
ド
イ
ツ
側
の
輪
出
入
税
よ
り
の
琵
除
、

　
（
蚤
）
、
内
外
人
の
勢
働
の
完
全
な
る
可
動
性
、

　
（
c
）
．
歳
遭
及
ぴ
水
路
掩
ま
る
充
分
な
る
題
信
手
段
嚢
展
の
自
由
、

　
三
、
遙
展
駒
結
果
を
保
陣
す
る
爲
に
必
婆
な
政
治
的
・
行
歌
的
制
度
が
調
甕
さ
る
べ
透
ζ
と
、

　
形
勢
は
以
上
の
如
く
で
あ
つ
て
、
佛
國
案
ぱ
勉
の
米
、
英
、
彊
等
に
よ
つ
て
承
認
せ
ら
れ
る
こ
と
が
蚕
難
と
な
っ
て
し
ま
つ
海
の
で
、

フ
ラ
ン
ス
拡
、
固
有
の
主
張
を
幾
分
緩
和
す
る
の
巳
む
な
豊
を
髭
つ
距
。

　
四
月
八
日
の
四
國
評
饗

　
ヒ
の
静
繕
ワ
ド
暫
に
於
て
，
フ
ラ
ン
ス
側
は
，
グ
ル
ヂ
呂
の
詮
明
の
後
、
二
個
の
提
案
を
塒
し
た
o
即
ち
、
（
一
）
ザ
篭
ル
地
域
を
麺
立
図

壱
し
、
闘
税
同
盟
に
よ
つ
て
フ
ラ
ン
ス
と
結
合
を
保
た
す
か
、
或
は
（
二
）
．
ザ
ー
ル
地
域
を
國
際
聯
盟
の
下
陀
麗
豊
7
ラ
ン
ス
を
受
狂

引
と
し
、
そ
し
て
牽
滋
ケ
蓼
の
後
に
人
蝿
殺
票
セ
行
ふ
か
。
こ
の
鍵
案
は
、
回
イ
ド
●
ヂ
闘
蓄
夢
総
よ
つ
て
も
叉
ク
イ
轟
ツ
ン
駕
よ
つ
《
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も
受
錨
曹
ら
⑳
な
か
つ
た
o
殊
に
、
ウ
イ
ル
ソ
ン
と
し
て
纏
、
ザ
宮
ル
地
域
の
主
楼
を
攣
更
す
る
こ
と
紀
は
徽
頭
徹
尾
反
鍵
だ
つ
た
か

ら
脅
あ
る
噂

　
四
厨
丸
日
の
四
國
翻
諾
會
、

　
箆
の
許
麟
脅
に
於
て
舟
ダ
ル
ヂ
晶
は
、
ウ
イ
ル
ソ
ン
に
封
し
て
三
個
の
質
問
を
提
出
し
た
。
（
輔
）
，
下
イ
ツ
の
主
櫨
ぽ
鉾
止
せ
ら
る

《
き
や
を
　
（
二
）
、
委
員
會
（
ザ
ー
ル
統
治
委
員
禽
）
は
必
要
な
る
全
櫨
を
有
し
、
從
つ
て
。
官
吏
の
任
菟
櫨
を
窟
す
る
や
？
・
、
（
三
）
噸

還
躍
ツ
幽
會
へ
の
逡
筆
篠
は
禁
止
せ
ら
る
べ
き
や
？
・
、
が
そ
れ
で
あ
る
o
こ
れ
に
封
し
、
ウ
イ
ル
ソ
ン
ぱ
、
飼
れ
も
イ
笛
毒
羅
を
答
画

発
噸
こ
れ
に
よ
つ
て
観
れ
ば
、
ウ
イ
ル
ソ
ン
の
意
見
は
次
第
忙
フ
ラ
ン
ス
と
繋
協
的
楓
な
つ
た
こ
と
が
窺
は
れ
る
。
そ
こ
警
、
こ
の
愚

殿
が
墓
礎
と
せ
ら
れ
て
，
ザ
ー
ル
地
観
の
規
定
に
關
す
る
寧
案
が
成
立
し
た
理
で
あ
る
。
こ
の
三
鰯
原
則
、
郎
ち
、
ギ
イ
ツ
の
主
搬
癬

停
止
せ
ち
る
べ
麿
ヒ
と
、
統
治
委
員
會
忙
全
搬
が
認
め
ら
醜
る
こ
と
、
及
び
ザ
ー
ル
の
住
民
は
ド
イ
ツ
の
議
會
に
封
し
て
選
鵡
櫨
を
欝

た
な
い
こ
と
が
、
ザ
ー
ル
地
域
に
關
す
る
制
度
の
墓
本
的
原
則
で
あ
っ
て
．
ヒ
れ
は
ヴ
呂
ル
サ
イ
轟
鎌
約
第
四
蕊
ー
囲
七
鎌
の
編
定
必

な
つ
て
現
れ
て
ゐ
る
（
（
唯
・
響
碧
塑
野
野
9
伊
麟
・
逡
）
o

　
之
を
要
す
る
に
，
フ
ラ
ン
ス
の
ザ
雪
ル
地
域
併
合
の
希
望
と
、
ウ
イ
ル
ソ
γ
の
ザ
霊
ル
亀
域
に
謝
す
る
主
権
の
異
勘
反
封
の
薦
論
が
、

第
三
奢
殊
に
英
國
の
要
協
的
取
な
し
に
よ
つ
て
、
調
和
せ
ら
れ
で
、
典
結
果
稜
生
し
た
の
が
、
ザ
看
ル
の
璽
際
統
治
鶴
度
で
あ
る
と
艶

る
ヒ
と
セ
得
る
で
あ
ち
う
〇

　
三
亀
ザ
量
ル
饒
笹
墾
瓢
凝
の
騒
繋

　
以
上
蓮
べ
た
様
な
握
趨
を
経
て
、
慧
滝
グ
呂
ゆ
夢
イ
ユ
鎌
約
倣
第
翅
五
蓄
五
〇
鎌
に
於
て
、
ザ
篭
ル
趣
載
紀
醐
す
る
癒
麓
龍
規
定
し

た
。
即
も
、
ぎ
イ
ツ
億
、
フ
ラ
ン
ス
北
郎
の
湊
綾
破
覆
に
鱒
す
る
補
償
と
し
て
、
叉
職
撃
に
蓋
く
損
害
に
り
壼
ヂ
イ
穿
の
喪
維
す
葛
憂

　
　
　
　
　
ヂ
暮
ル
O
編
朦
雛
総
嚢
縫
鋒
畜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脚
傘
飯
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ザ
電
勘
の
鯛
糠
鍵
潅
翻
魔
磯
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
七
爽

購
償
額
の
哺
部
支
擁
と
し
て
、
ザ
ー
ル
河
漉
域
に
在
る
渋
鑛
に
欝
す
る
完
全
巨
つ
繕
鋤
な
る
駈
有
権
及
び
暫
こ
れ
が
探
掘
の
猫
占
櫨
を

鐸
の
鶴
霧
及
藍
讐
轟
奮
差
く
フ
ラ
ン
ス
錘
撃
る
（
群
）
．
あ
墾
は
，
フ
ラ
翼
の
ギ
ル
幾
蓉
欲

を
抑
へ
、
岡
時
に
フ
ジ
ン
ス
を
し
て
賓
質
的
に
幾
鑛
よ
り
生
ナ
る
秘
釜
を
享
有
せ
し
め
る
爲
で
あ
る
こ
と
ぱ
多
書
を
用
し
な
い
。
更
に

ザ
ー
ル
統
治
制
度
の
性
質
を
決
定
す
る
爲
の
璽
要
な
規
定
は
同
傑
約
第
四
＋
九
條
で
あ
る
。
同
條
は
、
「
ド
4
ツ
國
は
受
託
者
豊
塾

。
。
巨
器
”
蹄
φ
壱
6
國
霧
募
籠
離
幾
き
護
欝
。
謬
畷
．
き
．
調
．
を
鍵
・
・
啓
昌
。
．
ず
轟
姦
條
）
窺
定
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

ゐ
る
．
こ
れ
に
よ
つ
て
観
れ
ぱ
、
ド
イ
ツ
ぱ
園
際
聯
盟
の
爲
に
ザ
ー
ル
地
域
の
主
樒
を
鎚
棄
し
驚
も
の
で
は
巌
く
、
箪
に
同
地
載
に
關

す
る
施
政
棲
を
國
際
聯
盟
の
爲
に
一
定
期
闇
停
止
し
た
も
の
で
あ
つ
て
、
其
期
間
の
経
遍
後
爬
於
て
、
人
昆
投
票
の
結
果
，
こ
の
麹
政

鞭
を
ド
イ
ッ
が
回
復
す
る
か
、
或
は
フ
ラ
ン
ス
に
同
地
域
の
領
土
僅
を
謬
渡
す
る
か
、
叉
は
現
行
の
國
礫
統
治
棚
慶
を
葬
緩
す
る
か
、

髪
の
異
を
決
享
歪
彪
馨
（
備
鴫
樋
、
一
）
．
誤
聯
覆
、
人
暴
馨
よ
つ
嚢
委
髭
崔
募
霊
霧
書

て
同
増
域
が
何
れ
の
主
権
に
踵
勝
す
る
か
を
決
定
し
な
け
れ
ぼ
な
ら
ぬ
o
而
し
て
、
國
際
聯
盟
が
伺
地
域
の
全
部
叉
は
噛
部
に
封
し
て

現
行
制
度
を
維
持
す
ぺ
き
こ
と
を
決
定
し
た
場
合
に
抵
、
ド
イ
ツ
は
國
際
聯
盟
の
必
要
と
認
め
る
と
こ
る
に
從
ひ
、
國
際
聯
盟
の
駕
に
主

篠轟審奮

段
馨
ぬ
（
灘
罐
辮
）
．
あ
饗
監
つ
毒
ξ
、
ず
ル
幾
の
屡
統
輪
灌
、
詫
蟹
つ
箒

イ
ツ
が
岡
地
域
に
封
す
る
主
櫨
を
喪
失
し
た
も
の
で
な
く
、
箪
に
一
時
的
に
ド
イ
ツ
の
主
械
の
行
使
が
停
止
せ
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
と
解

さ
ね
ぱ
な
ら
な
恥
o
も
し
同
地
域
に
國
際
統
治
制
度
を
施
行
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
ド
イ
ツ
は
同
地
域
の
主
構
を
完
全
に
喪
失
し
た
も

の
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ぱ
、
附
麗
書
第
三
五
繰
に
規
定
す
る
「
國
際
聯
盟
の
爲
に
拠
棄
し
す
ぺ
き
主
搬
は
ド
イ
ツ
の
手
に
は
淺
つ
て
ゐ

な
い
筈
で
あ
る
．
從
つ
て
、
ヴ
畠
ル
サ
イ
昌
條
約
第
四
九
條
に
施
政
穫
（
磯
呂
ぎ
旨
0
ヨ
窪
け
）
な
る
交
字
を
優
用
し
て
柔
櫻
（
8
爵
溶
鍔
抽
幕
繍
）

な
る
丈
字
を
使
用
し
な
恥
意
味
を
理
解
し
得
る
o



　
以
上
の
檬
に
解
織
す
る
な
ら
ぱ
、
人
民
投
票
に
よ
つ
て
表
示
せ
ら
れ
る
意
思
は
v
典
内
容
を
異
に
す
る
三
癬
の
も
の
か
ら
成
る
と
窺

な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
即
ち
，
第
一
に
ド
イ
ツ
ヘ
復
蹄
す
る
こ
と
を
表
示
し
距
段
票
は
、
現
行
國
際
統
治
制
度
の
否
認
、
即
ち
國
際
聯

盟
の
施
敵
楴
及
び
フ
ラ
ン
ス
ヘ
の
併
合
の
否
認
を
意
味
す
る
の
で
あ
つ
て
、
と
わ
も
直
さ
す
ド
イ
ツ
の
癒
歌
櫻
の
復
活
を
意
味
し
も
静

イ
ッ
の
主
櫨
の
同
復
を
慧
味
す
る
の
で
は
な
い
o
然
る
忙
、
第
二
に
、
フ
ラ
ン
ス
と
の
併
合
を
表
示
す
る
投
票
は
、
評
イ
ツ
の
主
穫
の

否
認
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
る
o
第
三
に
現
行
制
度
の
存
続
を
意
欲
す
る
投
票
は
、
矢
張
り
醤
然
に
は
ド
イ
ツ
の
主
櫨
を
否
認
す
る
こ

と
に
は
な
ら
な
魎
o
た
讐
國
際
聯
盟
の
必
要
と
認
め
る
揚
合
に
於
て
の
み
ド
イ
ツ
の
主
櫨
が
否
認
せ
ら
れ
る
結
果
と
な
る
o
從
つ
て
、

人
民
投
票
は
三
者
の
中
何
れ
を
欲
す
る
か
に
よ
つ
て
、
各
漕
法
律
上
の
性
質
を
異
に
す
る
の
で
あ
つ
て
、
法
律
上
同
様
な
盤
質
を
持
つ

三
種
の
も
の
で
は
な
い
〇

　
三
月
｝
臼
を
以
て
岡
地
方
は
愈
々
國
際
聯
盟
の
手
か
ら
ド
イ
ツ
に
引
渡
さ
れ
た
。
と
れ
に
よ
つ
て
こ
の
翻
度
は
完
全
に
経
を
苦
げ
驚

こ
と
に
な
る
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
；
一
九
三
翫
。
三
・
昌
ー

α7）

ヂ
ー
ル
O
國
盛
繍
治
鰯
騰
鯵
る

隅
七
七


